
積立方式の積立金も小さくすることができます！
○基準収入1,000万円の場合、１年で積み立てる額は、
　・最大の補償金額（90万円）なら22.5 万円
　・約半分の補償金額（50万円）なら12.5 万円など、小さくすることができます。

保険料（掛捨て）

積立金（掛捨てでない）

付加保険料（事務費）

補てん金

7.8 万円

22.5 万円

2.2 万円

最大810万円

保険料（掛捨て）

積立金（掛捨てでない）

付加保険料（事務費）

補てん金

7.0 万円

22.5 万円

2.2 万円

最大360万円

保険料は約１割安い

保険料（掛捨て）

積立金（掛捨てでない）

付加保険料（事務費）

補てん金

4.4 万円

22.5 万円

1.9 万円

最大180万円

保険料は約4割安い

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が下がった 災害で作付不能になった けがや病気で収穫ができない

倉庫が浸水して売り物に
ならない

取引先が倒産した 盗難や運搬中の事故にあった 輸出したが為替変動で大損
した

情報ネットワーク

収入保険

収入保険は様々なリスクから
農業経営を守ります！

補償内容など詳しいことは、神奈川県農業共済組合にお問い合わせください。
本所:0463-94-3211　東部支所:045-392-0038　西部支所:0465-82-0138　北部支所:042-784-8500

農業共済・ナラシ対策などの類似制度との掛金や補てん金の比較ができます！
各種試算はNOSAI神奈川HPから！
NOSAI神奈川のホームページはこちら⇒http://www.nosai-kanagawa.jp/

収入保険のポイント
○全ての農産物を対象に、自然災害、価格低下のほか、経営努力では避けられない収入減少を
補償。
○農業者ごとに基準収入の9割を下回った場合に、差額の9割を上限に補てん。
　（例えば、基準収入が1,000万円の方の収入がゼロになった場合でも、最大810万円まで補償）
○保険料等の50％、積立金の75％を国庫補助。（上記の方で、収入がゼロになった場合でも補償するタイ
プの保険料は7.8万円。積立金（掛け捨てではない）は22.5万円で、補てんの際は最大この3倍の額を国か
ら補助して支払）
○保険期間中の大きな損害発生時には、無利子のつなぎ融資で対応。

※収入保険は青色申告者が対象です。
※収入保険と、農業共済、ナラシ対策、野菜価格安定制度等の類似制度とは選択加入制です。
※収入保険の補てん金の支払は、保険期間の終了後になりますが、保険期間中であっても、自然災害や価格低
下等により、補てん金の受け取りが見込まれる場合、NOSAI全国連から、無利子のつなぎ融資を受けるこ
とができます。

掛金の安いタイプで、収入保険の保険料等を試算してみました！

過去の収入をみても、
収入が半減した年はないんだよね。
安い掛金で加入できないのかな…？

ご要望にお応えして、
掛金の安いタイプを新設しました！
発動基準（基準収入の9割）は
変えずに、受け取る保険金の額を、
過去の収入減少の実態を踏まえて
小さくすることで、保険料が最大で

約4割安くなります！

基準収入1,000万円の場合の試算
基本タイプ

保険期間の農業収入が 900 万円を下回った場合に、
収入がゼロになっても補償

支払率
（90％を上限として選択）

新タイプ（下限50％）
保険期間の農業収入が 900 万円を下回った場合に、収
入が500万円になるまでの収入減少（5割減）を補償

100％

90％

80％

支払率
（90％を上限として選択）

100％

90％

80％

新タイプ（下限70％）
保険期間の農業収入が 900 万円を下回った場合に、収
入が700万円になるまでの収入減少（3割減）を補償

支払率
（90％を上限として選択）

100％

90％

80％

70％

50％

収入保険加入者の声を
ご紹介します！

【安心経営には
　　　“備え”が必要】

有限会社内藤農産

内藤　光夫さん（相模原市緑区）
経営内容：大豆2.7㌶　ブルーベリー10㌃
　　　　　カキ10㌃　 露地野菜30㌃

【幅広い補償が魅力】
片野　泉さん（伊勢原市笠窪）
経営内容：水稲 1.7 ㌶　トマト 15 ㌃
　　　　　露地野菜 30 ㌃

「
安
心
し
て
農
業
を
経
営
す
る

た
め
に
収
入
保
険
制
度
は
必
要
だ

と
思
う
」
と
話
す
の
は
、
相
模
原

市
緑
区
の
内
藤
光
夫
さ
ん
（
68
）。

大
豆
や
果
樹
の
複
合
的
農
業

を
行
っ
て
い
る
。
１
９
７
９
年

に
経
営
を
法
人
化
し
、
有
限
会

社
内
藤
農
産
と
し
て
青
色
申
告

を
し
て
い
る
。

　
内
藤
さ
ん
は
大
豆
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
な
ど
の
栽

培
を
行
っ
て
い
る
。
栽
培
割
合
が

大
き
い
大
豆
は
ブ
ラ
ン
ド
「
津
久

井
在
来
大
豆
」
と
し
て
神
奈
川
県

の
平
均
価
格
よ
り
高
値
で
販
売
、

キ
ロ
約
６
０
０
円
で
取
引
さ
れ
て

い
る
。
内
藤
さ
ん
は
「
ブ
ラ
ン
ド

展
開
で
独
自
の
価
格
設
定
を
し
て

い
る
農
産
物
が
あ
る
の
で
、
販
売

「
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
け
が
や
病
気

な
ど
で
収
入
減
少
し
た
場
合
で
も
補
償
対

象
に
な
る
の
で
加
入
を
決
め
た
」
と
話
す

の
は
、
伊
勢
原
市
笠
窪
の
片
野
泉
さ
ん

（
59
）。

　
水
稲
や
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト
、

露
地
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

　
ト
マ
ト
は
同
市
の
「
う
ま
い
も
の
セ

レ
ク
ト
」
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
農

産
物
直
売
所
や
マ
ル
シ
ェ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
で
も
人
気
だ
。

　
片
野
さ
ん
は
数
年
前
に
田
植
機
を
整

備
し
て
い
た
と
き
に
右
腕
を
負
傷
し
、

夏
野
菜
の
栽
培
が
で
き
ず
大
幅
な
収
入

減
少
を
経
験
し
た
。
そ
の
た
め
、
収
入

保
険
制
度
の
説
明
を
聞
い
て
す
ぐ
に
加

収
入
全
体
が
対
象
に
な
る
収
入

保
険
は
魅
力
が
あ
る
」
と
話
す
。

　
内
藤
さ
ん
は
近
年
増
加
し
て

い
る
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

獣
害
や
暴
風
雨
の
被
害
を
懸
念

し
て
い
る
た
め
、
農
業
共
済
の

対
象
で
な
い
果
樹
の
品
目
や
露

地
野
菜
が
補
償
の
対
象
に
な
る

こ
と
に
も
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

「
昨
年
は
妻
が
体
調
を
崩
し
て
入

院
し
て
し
ま
っ
た
。
家
族
経
営

の
場
合
人
員
不
足
は
経
営
に
も

影
響
が
出
る
」
と
話
す
内
藤
さ

ん
。
経
営
努
力
を
し
た
う
え
で

も
避
け
ら
れ
な
い
、
け
が
な
ど

の
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、

収
入
保
険
制
度
を
安
心
し
て
農

業
経
営
で
き
る
〝
備
え
〞
と
し

た
い
考
え
だ
。

入
し
よ
う
と
思
っ
た
そ
う
。「
今
は
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
守
ら
ば
け
れ
ば
い
け

な
い
時
代
。
農
家
の
た
め
に
作
っ
て
く

れ
た
制
度
を
上
手
に
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
片
野
さ
ん
。

昨
年
か
ら
息
子
さ
ん
も
農
業
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
、
今
後
の
経
営
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
か
楽
し
み
だ
と
い
う
。

　
「
収
入
保
険
は
新
た
な
品
目
に
挑
戦
す

る
場
合
や
、
規
模
拡
大
を
す
る
場
合
な

ど
農
業
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

人
に
は
特
に
魅
力
的
だ
と
思
う
。
何
か

あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
も
、
興
味
が
あ

る
人
は
早
め
の
検
討
を
お
す
す
め
し
た

い
」
と
語
る
。
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